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市第７号議案 

   横浜市児童福祉施設の設備及び運営の基準に関する条例 

等の一部改正 

 横浜市児童福祉施設の設備及び運営の基準に関する条例等の一部

を改正する条例を次のように定める。 

   令和３年５月21日提出 

                 横浜市長 林   文 子 

横浜市条例（番号） 

   横浜市児童福祉施設の設備及び運営の基準に関する条例 

等の一部を改正する条例 

 （横浜市児童福祉施設の設備及び運営の基準に関する条例の一部 

改正） 

第１条 横浜市児童福祉施設の設備及び運営の基準に関する条例（

平成24年12月横浜市条例第60号）の一部を次のように改正する。 

  目次中「第 114 条」の次に「・第 115 条」を加える。 

  第84条第４項ただし書中「児童40人以下を通わせる施設にあっ

ては栄養士を、調理業務の全部を委託する施設にあっては調理員

」を「第１項各号に掲げる施設又は場合に応じ、それぞれ当該各

号に定める職員」に改める。 

  第 114 条を第 115 条とし、第15章中同条の前に次の１条を加え

る。 

  （電磁的記録） 

第 114 条 児童福祉施設においては、記録、作成その他これらに

類する行為のうち、この条例において書面（書面、書類、文書

、謄本、抄本、正本、副本、複本その他文字、図形等人の知覚
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によって認識することができる情報が記載された紙その他の有

体物をいう。以下この条において同じ。）で行うことが規定さ

れているもの又は想定されるものについては、書面に代えて、

当該書面に係る電磁的記録（電子的方式、磁気的方式その他人

の知覚によっては認識することができない方式で作られる記録

であって、電子計算機による情報処理の用に供されるものをい

う。）により行うことができる。 

 （横浜市家庭的保育事業等の設備、運営等の基準に関する条例の 

一部改正） 

第２条 横浜市家庭的保育事業等の設備、運営等の基準に関する条

例（平成26年９月横浜市条例第47号）の一部を次のように改正す

る。 

目次中「第50条」の次に「・第51条」を加える。 

第38条第４号中「場合」の次に「又は乳幼児の保護者の疾病、

疲労その他の身体上、精神上若しくは環境上の理由により家庭に

おいて乳幼児を養育することが困難な場合」を加える。 

  第50条を第51条とし、第６章中同条の前に次の１条を加える。 

  （電磁的記録） 

第50条 家庭的保育事業者等は、記録、作成その他これらに類す

る行為のうち、この条例において書面（書面、書類、文書、謄

本、抄本、正本、副本、複本その他文字、図形等人の知覚によ

って認識することができる情報が記載された紙その他の有体物

をいう。以下この条において同じ。）で行うことが規定されて

いるもの又は想定されるものについては、書面に代えて、当該

書面に係る電磁的記録（電子的方式、磁気的方式その他人の知
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覚によっては認識することができない方式で作られる記録であ

って、電子計算機による情報処理の用に供されるものをいう。

）により行うことができる。 

 （横浜市指定通所支援の事業等の人員、設備、運営等の基準に関

する条例の一部改正） 

第３条 横浜市指定通所支援の事業等の人員、設備、運営等の基準

に関する条例（平成24年12月横浜市条例第61号）の一部を次のよ

うに改正する。 

目次中「第93条」の次に「・第94条」を加える。 

第93条を第94条とし、第８章中同条の前に次の１条を加える。 

  （電磁的記録等） 

第93条 指定障害児通所支援事業者等は、作成、保存その他これ

らに類する行為のうち、この条例において書面（書面、書類、

文書、謄本、抄本、正本、副本、複本その他文字、図形等人の

知覚によって認識することができる情報が記載された紙その他

の有体物をいう。以下この条において同じ。）で行うことが規

定されているもの又は想定されるもの（第14条第１項（第55条

の６、第59条、第71条、第78条、第78条の３、第81条、第81条

の９及び第89条において準用する場合を含む。）、第18条（第

55条の６、第59条、第71条、第78条、第78条の３、第81条、第

81条の９及び第89条において準用する場合を含む。）及び次項

に規定するものを除く。）については、書面に代えて、当該書

面に係る電磁的記録（電子的方式、磁気的方式その他人の知覚

によっては認識することができない方式で作られる記録であっ

て、電子計算機による情報処理の用に供されるものをいう。）
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により行うことができる。 

 ２ 指定障害児通所支援事業者等は、交付、説明、同意その他こ

れらに類する行為（以下この項において「交付等」という。）

のうち、この条例において書面で行うことが規定されているも

の又は想定されるものについては、当該交付等の相手方の承諾

を得て、当該交付等の相手方が障害児又は通所給付決定保護者

である場合には当該障害児又は当該通所給付決定保護者に係る

障害児の障害の特性に応じた適切な配慮をしつつ、書面に代え

て、電磁的方法（電子的方法、磁気的方法その他人の知覚によ

って認識することができない方法をいう。）によることができ

る。 

（横浜市指定障害児入所施設等の人員、設備、運営等の基準に関

する条例の一部改正） 

第４条 横浜市指定障害児入所施設等の人員、設備、運営等の基準

に関する条例（平成24年12月横浜市条例第62号）の一部を次のよ

うに改正する。 

  目次中「第59条」の次に「・第60条」を加える。 

  第59条を第60条とし、第５章中同条の前に次の１条を加える。 

  （電磁的記録等） 

 第59条 指定障害児入所施設等は、作成、保存その他これらに類

する行為のうち、この条例において書面（書面、書類、文書、

謄本、抄本、正本、副本、複本その他文字、図形等人の知覚に

よって認識することができる情報が記載された紙その他の有体

物をいう。以下この条において同じ。）で行うことが規定され

ているもの又は想定されるもの（第11条（第58条において準用
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する場合を含む。）、第15条第１項（第58条において準用する

場合を含む。）及び次項に規定するものを除く。）については

、書面に代えて、当該書面に係る電磁的記録（電子的方式、磁

気的方式その他人の知覚によっては認識することができない方

式で作られる記録であって、電子計算機による情報処理の用に

供されるものをいう。）により行うことができる。 

 ２ 指定障害児入所施設等は、交付、説明、同意その他これらに

類する行為（以下この項において「交付等」という。）のうち

、この条例において書面で行うことが規定されているもの又は

想定されるものについては、当該交付等の相手方の承諾を得て

、当該交付等の相手方が障害児又は入所給付決定保護者である

場合には当該障害児又は当該入所給付決定保護者に係る障害児

の障害の特性に応じた適切な配慮をしつつ、書面に代えて、電

磁的方法（電子的方法、磁気的方法その他人の知覚によって認

識することができない方法をいう。）によることができる。 

   附 則 

 この条例は、令和３年７月１日から施行する。ただし、第１条中

横浜市児童福祉施設の設備及び運営の基準に関する条例第84条第４

項ただし書の改正規定及び第２条中横浜市家庭的保育事業等の設備

、運営等の基準に関する条例第38条第４号の改正規定は、公布の日

から施行する。 

 

   提 案 理 由 

児童福祉施設の設備及び運営に関する基準等の一部改正に伴い、 

関係規定の整備を図るため、横浜市児童福祉施設の設備及び運営の 
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基準に関する条例等の一部を改正する必要があるので提案する。 
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 参  考  

   横 浜 市 児 童 福 祉 施 設 の 設 備 及 び 運 営 の 基 準 に 関 す る 条 例 

（ 抜 粋 ） 

                     上 段  改 正 案 
                   （下 段  現  行） 
目 次                              

   （ 第 １ 章 か ら 第 14 章 ま で 省 略 ）               

            ・ 第 115 条                第 15 章  雑 則 （ 第 114 条      ）              
                               

   （ 附 則 省 略 ）                       

 （ 職 員 ）                           

第 84 条  （ 第 １ 項 か ら 第 ３ 項 ま で 省 略 ）              

４  主 と し て 難 聴 児 を 通 わ せ る 福 祉 型 児 童 発 達 支 援 セ ン タ ー に は 、  

 第 １ 項 本 文 に 規 定 す る 職 員 及 び 言 語 聴 覚 士 を 置 か な け れ ば な ら な  

       第 １ 項 各 号 に 掲 げ る 施 設 又 は 場 合 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ  
 い 。 た だ し 、                         
       児 童 40 人 以 下 を 通 わ せ る 施 設 に あ っ て は 栄 養 士 を 、  
 当 該 各 号 に 定 め る 職 員                     
                       を 置 か な い こ と  
 調 理 業 務 の 全 部 を 委 託 す る 施 設 に あ っ て は 調 理 員         

 が で き る 。                          

   （ 第 ５ 項 か ら 第 ９ 項 ま で 省 略 ）  

 （ 電 磁 的 記 録 ）                        
                               
第 114 条  児 童 福 祉 施 設 に お い て は 、 記 録 、 作 成 そ の 他 こ れ ら に 類  
                               
 す る 行 為 の う ち 、 こ の 条 例 に お い て 書 面 （ 書 面 、 書 類 、 文 書 、 謄  
                               
 本 、 抄 本 、 正 本 、 副 本 、 複 本 そ の 他 文 字 、 図 形 等 人 の 知 覚 に よ っ  
                               
 て 認 識 す る こ と が で き る 情 報 が 記 載 さ れ た 紙 そ の 他 の 有 体 物 を い  
                               
 う 。 以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。 ） で 行 う こ と が 規 定 さ れ て い る も  
                               
 の 又 は 想 定 さ れ る も の に つ い て は 、 書 面 に 代 え て 、 当 該 書 面 に 係  
                               
 る 電 磁 的 記 録 （ 電 子 的 方 式 、 磁 気 的 方 式 そ の 他 人 の 知 覚 に よ っ て  
                               
 は 認 識 す る こ と が で き な い 方 式 で 作 ら れ る 記 録 で あ っ て 、 電 子 計  
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 算 機 に よ る 情 報 処 理 の 用 に 供 さ れ る も の を い う 。 ） に よ り 行 う こ  
                               
 と が で き る 。                         
                               

 （ 委 任 ）                           

第 115 条                            
     （ 本 文 省 略 ）                     
第 114 条  

 

   横 浜 市 家 庭 的 保 育 事 業 等 の 設 備 、 運 営 等 の 基 準 に 関 す る  

   条 例 （ 抜 粋 ） 

                     上 段  改 正 案 
                   （下 段  現  行） 

目 次 

   （ 第 １ 章 か ら 第 ５ 章 ま で 省 略 ） 

           ・ 第 51 条 
 第 ６ 章  雑 則 （ 第 50 条     ） 
 

   （ 附 則 省 略 ） 

 （ 居 宅 訪 問 型 保 育 事 業 ） 

第 38 条  居 宅 訪 問 型 保 育 事 業 者 は 、 次 に 掲 げ る 保 育 を 提 供 す る も の

と す る 。 

（ 第 １ 号 か ら 第 ３ 号 ま で 省 略 ）                   

 (4)  母 子 家 庭 等 （ 母 子 及 び 父 子 並 び に 寡 婦 福 祉 法 （ 昭 和 39 年 法 律 

第 129 号 ） 第 ６ 条 第 ５ 項 の 母 子 家 庭 等 を い う 。 ） の 乳 幼 児 の 保 

                     又 は 乳 幼 児 の 保 護 者 
護 者 が 夜 間 及 び 深 夜 の 勤 務 に 従 事 す る 場 合 

 

  の 疾 病 、 疲 労 そ の 他 の 身 体 上 、 精 神 上 若 し く は 環 境 上 の 理 由 に 
 

  よ り 家 庭 に お い て 乳 幼 児 を 養 育 す る こ と が 困 難 な 場 合 
                          へ の 対 応 
 

等 、 保 育 の 必 要 の 程 度 及 び 家 庭 等 の 状 況 を 勘 案 し 、 居 宅 訪 問 型 

保 育 事 業 と し て 行 わ れ る 保 育 を 提 供 す る 必 要 性 が 高 い と 市 長 が 

認 め る 乳 幼 児 に 対 す る 保 育 

（ 第 ５ 号 省 略 ） 
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 （ 電 磁 的 記 録 ） 
 

第 50 条  家 庭 的 保 育 事 業 者 等 は 、 記 録 、 作 成 そ の 他 こ れ ら に 類 す る 
 

 行 為 の う ち 、 こ の 条 例 に お い て 書 面 （ 書 面 、 書 類 、 文 書 、 謄 本 、 
 

 抄 本 、 正 本 、 副 本 、 複 本 そ の 他 文 字 、 図 形 等 人 の 知 覚 に よ っ て 認 
 

 識 す る こ と が で き る 情 報 が 記 載 さ れ た 紙 そ の 他 の 有 体 物 を い う 。 
 

 以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。 ） で 行 う こ と が 規 定 さ れ て い る も の 又 
 

 は 想 定 さ れ る も の に つ い て は 、 書 面 に 代 え て 、 当 該 書 面 に 係 る 電 
 

 磁 的 記 録 （ 電 子 的 方 式 、 磁 気 的 方 式 そ の 他 人 の 知 覚 に よ っ て は 認 
 

 識 す る こ と が で き な い 方 式 で 作 ら れ る 記 録 で あ っ て 、 電 子 計 算 機 
 

 に よ る 情 報 処 理 の 用 に 供 さ れ る も の を い う 。 ） に よ り 行 う こ と が 
 

 で き る 。 
 

（ 委 任 ） 

第 51 条 
    （ 本 文 省 略 ） 
第 50 条 

 

   横 浜 市 指 定 通 所 支 援 の 事 業 等 の 人 員 、 設 備 、 運 営 等 の 基 

準 に 関 す る 条 例 （ 抜 粋 ） 

                     上 段  改 正 案 
                    (下 段  現  行) 

目 次   

（ 第 １ 章 か ら 第 ７ 章 ま で 省 略 ） 

           ・ 第 94 条 
第 ８ 章  雑 則 （ 第 93 条     ） 

 

   （ 附 則 省 略 ） 

 （ 電 磁 的 記 録 等 ） 
 

第 93 条  指 定 障 害 児 通 所 支 援 事 業 者 等 は 、 作 成 、 保 存 そ の 他 こ れ ら 
 

に 類 す る 行 為 の う ち 、 こ の 条 例 に お い て 書 面 （ 書 面 、 書 類 、 文 書 
 

、 謄 本 、 抄 本 、 正 本 、 副 本 、 複 本 そ の 他 文 字 、 図 形 等 人 の 知 覚 に 
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よ っ て 認 識 す る こ と が で き る 情 報 が 記 載 さ れ た 紙 そ の 他 の 有 体 物 
 

を い う 。 以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。 ） で 行 う こ と が 規 定 さ れ て い 
 

る も の 又 は 想 定 さ れ る も の （ 第 14 条 第 １ 項 （ 第 55 条 の ６ 、 第 59 条 
 

、 第 71 条 、 第 78 条 、 第 78 条 の ３ 、 第 81 条 、 第 81 条 の ９ 及 び 第 89 条 
 

に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 、 第 18 条 （ 第 55 条 の ６ 、 第 59 条 
 

、 第 71 条 、 第 78 条 、 第 78 条 の ３ 、 第 81 条 、 第 81 条 の ９ 及 び 第 89 条 
 

に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 及 び 次 項 に 規 定 す る も の を 除 く 
 

。 ） に つ い て は 、 書 面 に 代 え て 、 当 該 書 面 に 係 る 電 磁 的 記 録 （ 電 
 

子 的 方 式 、 磁 気 的 方 式 そ の 他 人 の 知 覚 に よ っ て は 認 識 す る こ と が 
 

で き な い 方 式 で 作 ら れ る 記 録 で あ っ て 、 電 子 計 算 機 に よ る 情 報 処 
 

理 の 用 に 供 さ れ る も の を い う 。 ） に よ り 行 う こ と が で き る 。 
 

２  指 定 障 害 児 通 所 支 援 事 業 者 等 は 、 交 付 、 説 明 、 同 意 そ の 他 こ れ 
 

ら に 類 す る 行 為 （ 以 下 こ の 項 に お い て 「 交 付 等 」 と い う 。 ） の う 
 

ち 、 こ の 条 例 に お い て 書 面 で 行 う こ と が 規 定 さ れ て い る も の 又 は 
 

想 定 さ れ る も の に つ い て は 、 当 該 交 付 等 の 相 手 方 の 承 諾 を 得 て 、 
 

当 該 交 付 等 の 相 手 方 が 障 害 児 又 は 通 所 給 付 決 定 保 護 者 で あ る 場 合 
 

に は 当 該 障 害 児 又 は 当 該 通 所 給 付 決 定 保 護 者 に 係 る 障 害 児 の 障 害 
 

の 特 性 に 応 じ た 適 切 な 配 慮 を し つ つ 、 書 面 に 代 え て 、 電 磁 的 方 法 
 

（ 電 子 的 方 法 、 磁 気 的 方 法 そ の 他 人 の 知 覚 に よ っ て 認 識 す る こ と 
 

が で き な い 方 法 を い う 。 ） に よ る こ と が で き る 。 
 

 （ 委 任 ） 

第 94 条 
    （ 本 文 省 略 ） 
第 93 条 

 

   横 浜 市 指 定 障 害 児 入 所 施 設 等 の 人 員 、 設 備 、 運 営 等 の 基 

   準 に 関 す る 条 例 （ 抜 粋 ） 
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                     上 段  改 正 案 
                   （下 段  現  行） 
目 次                              

   （ 第 １ 章 か ら 第 ４ 章 ま で 省 略 ）               

           ・ 第 60 条                  第 ５ 章  雑 則 （ 第 59 条     ）                
                               

   （ 附 則 省 略 ）                       

 （ 電 磁 的 記 録 等 ）                       
                               
第 59 条  指 定 障 害 児 入 所 施 設 等 は 、 作 成 、 保 存 そ の 他 こ れ ら に 類 す  
                               
 る 行 為 の う ち 、 こ の 条 例 に お い て 書 面 （ 書 面 、 書 類 、 文 書 、 謄 本  
                               
 、 抄 本 、 正 本 、 副 本 、 複 本 そ の 他 文 字 、 図 形 等 人 の 知 覚 に よ っ て  
                               
 認 識 す る こ と が で き る 情 報 が 記 載 さ れ た 紙 そ の 他 の 有 体 物 を い う  
                               
 。 以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。 ） で 行 う こ と が 規 定 さ れ て い る も の  
                               
 又 は 想 定 さ れ る も の （ 第 11 条 （ 第 58 条 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含  
                               
 む 。 ） 、 第 15 条 第 １ 項 （ 第 58 条 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ）  
                               
 及 び 次 項 に 規 定 す る も の を 除 く 。 ） に つ い て は 、 書 面 に 代 え て 、  
                               
 当 該 書 面 に 係 る 電 磁 的 記 録 （ 電 子 的 方 式 、 磁 気 的 方 式 そ の 他 人 の  
                               
 知 覚 に よ っ て は 認 識 す る こ と が で き な い 方 式 で 作 ら れ る 記 録 で あ  
                               
 っ て 、 電 子 計 算 機 に よ る 情 報 処 理 の 用 に 供 さ れ る も の を い う 。 ）  
                               
 に よ り 行 う こ と が で き る 。                   
                               
２  指 定 障 害 児 入 所 施 設 等 は 、 交 付 、 説 明 、 同 意 そ の 他 こ れ ら に 類  
                               
 す る 行 為 （ 以 下 こ の 項 に お い て 「 交 付 等 」 と い う 。 ） の う ち 、 こ  
                               
 の 条 例 に お い て 書 面 で 行 う こ と が 規 定 さ れ て い る も の 又 は 想 定 さ  
                               
 れ る も の に つ い て は 、 当 該 交 付 等 の 相 手 方 の 承 諾 を 得 て 、 当 該 交  
                               
 付 等 の 相 手 方 が 障 害 児 又 は 入 所 給 付 決 定 保 護 者 で あ る 場 合 に は 当  
                               
 該 障 害 児 又 は 当 該 入 所 給 付 決 定 保 護 者 に 係 る 障 害 児 の 障 害 の 特 性  
                               
 に 応 じ た 適 切 な 配 慮 を し つ つ 、 書 面 に 代 え て 、 電 磁 的 方 法 （ 電 子  
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 的 方 法 、 磁 気 的 方 法 そ の 他 人 の 知 覚 に よ っ て 認 識 す る こ と が で き  
                               
 な い 方 法 を い う 。 ） に よ る こ と が で き る 。            
                               

 （ 委 任 ）                           

第 60 条                             
    （ 本 文 省 略 ）                      
第 59 条 
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